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ARTISTS  

参加アーティスト（展示） 

寺田克也（てらだ・かつや）  ｜ イラストレーター・漫画家

マンガ家。岡山県玉野市生まれ。マンガ、小説挿絵、ゲーム、アニメのキャラクターデザインなどの分野で主に活

動してきたが、パーソナルなエキシビション活動も近年活発化している。

幼少期より豊潤な日本のマンガと特撮で育ち、フレンチコミック、中でもmoebiusの線に衝撃を受けて以来の、東と
西の表現をあわせもったオリジナルな作風は日本のみならず海外のファンも多く持つ。



COTOH  ｜ 現代美術家  

COTOHの創作は、イラストレーションと現代美術、あるいは商業性と芸術性の境界を揺さぶることから始まりま
す。かつて複製技術やデジタル技法を駆使してきたその足跡は、現在、人間の身体性が刻印された「手描き」へと

回帰しています。これは単なる技法の選択ではなく、不完全さを内包する「人間らしさ」を、ポストヒューマン時代の

リアリティとして再定義するプロセスです。  

描かれる像は特定の個人ではなく、実在と虚構の狭間に立つ「第三の存在」です。原型を持たない「シミュラーク

ル」としての彼女たちは、SNS上の視線と欲望を吸収し、現実以上に強固な実在性（ハイパーリアル）を獲得しま
す。それは身体とデータの境界を無効化し、既存の人間像を解体するサイボーグ的な試みでもあります。  

この思索の核心にあるのが、**「Hyper-Identity（超越的自己像）」**という概念です。  

これは量子力学における「重ね合わせ」の状態に似ています。COTOHが描く像は、無数の可能性を秘めたまま存
在し、鑑賞者の観測を経て初めて一つの人格として立ち現れます。自己とは閉じた個体の中に完結するものでは

なく、他者との差異や関係性の中で無限に生成され続ける「システム」そのものなのです。  

日本の二次元という文脈を垂直に掘り下げ、COTOHは「存在しないのに存在を要求する存在」を構築します。そ
れはポスト人間時代における存在のかたちを更新する、新たな概念装置の提示に他なりません。  

 

 

FACE  ｜ アーティスト・イラストレーター  

東京都多摩市生まれのアーティスト／イラストレーター。台湾人の父と日本人の母を持つ。東京を拠点に活動。  

シンプルな線とビビッドな色彩によって描かれる、目と口のみで構成されたユーモラスなキャラクター表現を特徴と

し、イラストレーション、ペインティング、立体作品など多様なメディアを横断した作品を制作している。  

これまでに New Balance、adidas、Stüssy、BEAMS、HUMAN MADE、Isetan、Sesame Street、Netflix、
Summer Sonic など、国内外のブランドやカルチャープロジェクトとコラボレーションを行い、ファッション、音楽、エ
ンターテインメントなど幅広い分野で活動している。  

作品は東京の Gallery Target をはじめ、香港など国内外の展示で発表。  

近年はオリジナルキャラクターによるパペットプロジェクト 「The Kidding Heads」 を展開。キャラクターたちが会話
し、物語を生み出すパペット作品を通して、新たなアート表現の可能性を探っている。  

 



 

松尾はじめ　 ｜ 動画クリエイター・アニメーション作家  

YouTube130万人越えのアニメクリエイター。 ​
彼は幽霊を見れるが、幽霊は彼を見れない。  

 

 

 

杉山日向子（すぎやま・ひなこ）  ｜ 画家  

1997年、東京都生まれ。2022年、東京藝術大学美術学部絵画科油画専攻卒業。個展「Hypericum」（biscuit 
gallery、2022年）、グループ展「ブルーピリオド展」（寺田倉庫、2022年）、「Nine colors」（西武渋谷店）などに参
加。2025年には渋谷PARCOにて個展を開催。2020年にはNHK大河ドラマ「麒麟がくる」メインビジュアルの背景
デザインを担当。油彩を軸に、人物の内面に迫る作品を制作する。 

 

 

 

 



 

RIDAWO（リダヲ）  ｜ アーティスト  

2019年頃から東京を拠点に活動を開始。アクリルペイントやスプレーアートを中心に制作を行い、鮮やかな色彩と
サイケデリックなビジュアルを特徴とするアーティストです。  

大胆なカラーリングとユーモラスなモチーフで構成される作品は、ポップでありながら幻想的な世界観を生み出し

ています。  

  

 

 NIGHT EVENT  

NIGHT EVENT 出演アーティスト  

 

gliiico（グリコ）  ｜ バンド／モデル  

ステージからランウェイまでジャンルを跨ぎ活躍する「Gliiico」は、長男Nico、次男Kai、三男Kioで構成され、東京
を拠点に活動する３兄弟インディーバンド。レコード時代のノスタルジーに現代的なモダンエッセンスを融合させ

た、オリジナリティ溢れる新しいサウンドを作り出す。 ​
2023年のKhruangbin や Phoenix の日本公演でのオープニングアクトや2024年のSXSW (US) への出演を経
て、2024年10月にデビュー作品となるEP「The Oath」をリリース。収録曲「Tragedy」では日本を代表するアーティ
ストCharaをフィーチャリングとして迎えた。 ​
2025年4月にはバンド初のアジアツアーを終え、同年8月には韓国R&BアーティストのZion.TのEP「POSER」から
2曲をプロデュース、更に続く9月にはTWICE Chaeyoungのデビューソロアルバム「Lil Fantasy Vol.1」から、バン



ドがプロデュースした5曲（内2曲はフィーチャリングとして参加）がリリースされた。 ​
結成から5年目だがファッションシーンでも存在感を放つ。Highsnobietyのカバー、Vogue、GQ、L’Officielなど数
多くのメディアに取り上げられるほか、Louis VuittonやHermèsなどのランウェイにもモデルとして登場した。  

  

 

めっちゃ美人  ｜ バンド  

東京を拠点に活動する、ギターレス4 ピースバンド＝めっちゃ美人。2025 年1 月にリッキー（Vo）、フミヒロ（Ba）、

KAY（Key）、イヌヅカエイジ（Drs）で結成すると、たった7 ヵ月で『閃光ライオット2025』のグランプリに輝く。ロック、

ジャズ、ファンク、ソウル、フュージョン、歌謡曲など多様なジャンルにとどまらず、祭囃子まで取り込むオリジナル

なスタイルと、確かな演奏＆歌唱力に裏打ちされた個性溢れるライブが話題となり精力的に活動中。  

12/10 にファーストEP「美人ノシカク」をリリース多くのプレイリストに選曲され、月間リスナーが5000 人を突破。

2026 年2 月11 日に笹塚ボウルで開催された初の自主企画イベント『美人とパーティー』では、チケットを完売さ

せ、超満員のステージで圧倒的なライブ力を見せつけた。2 月4 日に配信シングル「Parallel」をリリース、3月18日

に2ヶ月連続配信シングル「Cider」をリリース。精力的に活動中。  

 

Tee Shyne（ティーシャイン）  ｜ ラッパー  



東京・渋谷出身のラッパー。ABEMAのオーディション番組「RAPSTAR 2024」にてSELECTION CYPHERで敗退

したのち、番組を批判した楽曲「RAPSTAR DIS」を発表し、一気に注目を浴びる。  

「RAPSTAR2025」では前年同様SELECTION CYPHER」で敗退し、引退を宜言するも、審査員全員をネームド

ロップした新曲「RAPSTAR DIS 2」でシーンにカムバックした。  

現在もHIPHOPシーンの“問題児”として常に注目を集めている。  

 

 

SWAY（スウェイ）  ｜ ラッパー／アーティスト  

2014年6月に結成された4MC+1Vocalの男性5人で構成されるグループ「DOBERMAN INFINITY」のメンバーと
してMCを担当。  

グループ以外にも劇団EXILEのメンバーとして俳優業も行い、ラッパーとしても「HONEST BOYZ®」に参加、ソロ
としても活動。さらには・モデル・デザイナー・MCなど多岐に渡り活躍の場を広げている。  
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